
序

大
戸
千
之
先
生
は
、
一
九
六
五
年
に
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
西
洋
史
学
専
攻
を
卒
業
さ
れ
、
続
い
て
同
大
学
院
の
修
士
課
程
・
博
士
課
程
へ
と
進
み
、
七
〇

年
に
中
途
退
学
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
京
都
大
学
文
学
部
助
手
を
勤
め
ら
れ
、
七
二
年
に
立
命
館
大
学
文
学
部
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ

ま
し
た
。
八
四
年
に
教
授
に
昇
任
。
以
来
、
文
学
部
の
教
員
と
し
て
三
六
年
に
わ
た
る
教
育
と
研
究
、
校
務
に
関
わ
る
お
働
き
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
学
部
の
役
職
と
し
て
は
、
調
査
委
員
長
（
八
八
年
度
）、
二
部
協
議
会
主
事
（
九
一
年
か
ら
二
年
間
）、
大
学
協
議
員
（
九
八
年
か
ら
二
年
間
）、
文

学
研
究
科
長
（
二
〇
〇
三
年
度
）
を
歴
任
さ
れ
た
あ
と
、
二
〇
〇
四
年
度
に
文
学
部
長
に
就
か
れ
ま
し
た
（
杉
橋
前
学
部
長
の
残
存
任
期
の
一
年
間
）。
折
り
し

も
、
文
学
部
は
、
学
部
改
革
を
推
進
し
て
い
る
最
中
で
、
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
き
っ
ち
り
と
重
要
な
お
仕
事
を
果
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
学
役
職
と

し
て
は
（
学
部
長
職
も
含
ま
れ
ま
す
が
）、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
年
間
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
（
学
術
情
報
担
当
）
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
戸
先
生
の
ご
研
究
の
専
門
分
野
は
、
西
洋
古
代
史
、
特
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
都
市
や
文
化
変
容
を
主
な
研
究
領
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
八
年
に
、「
セ

レ
ウ
コ
ス
期
の
支
配
と
オ
リ
エ
ン
ト
人
」
と
い
う
論
文
を
『
西
洋
史
学
』
に
ご
発
表
以
降
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
論
文
を
執
筆
、
公
表
さ
れ
、
そ
の
結
実
と
し
て

九
三
年
に
、
ご
著
書
『
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
オ
リ
エ
ン
ト
│
歴
史
の
な
か
の
文
化
変
容
│
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ご
業
績
に
よ
っ

て
、
翌
九
四
年
、
先
生
は
京
都
大
学
か
ら
学
位
（
博
士
）
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
き
わ
め
て
温
厚
か
つ
誠
実
な
お
人
柄
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
は
大
学
院
に
進
ん
で
い
る
か
つ
て
の
ゼ
ミ
生

の
「
思
い
出
」
の
文
章
に
、「
大
戸
先
生
の
ゼ
ミ
は
、
い
つ
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
進
め
ら
れ
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、「
ゼ
ミ
生
の
報
告
に
対

し
て
『
何
を
も
っ
て
そ
う
判
断
す
る
の
か
』
と
い
う
お
な
じ
み
の
大
戸
節
は
、
先
生
の
歴
史
学
そ
の
も
の
に
対
す
る
姿
勢
を
垣
間
見
せ
・
・
・
」（『
ク
ヴ
ェ
レ
』

第
一
四
号
よ
り
）
と
あ
っ
て
、
こ
と
教
育
・
研
究
に
関
し
て
は
厳
し
い
姿
勢
を
貫
ぬ
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
、
先
生
は
多
く

の
優
秀
な
学
生
を
育
て
、
世
に
送
り
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
定
年
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
在
学
生
・
卒
業
生
・
学
部
教
職
員
と
共

に
、
先
生
に
感
謝
の
意
を
表
わ
し
た
く
存
じ
ま
す
。

私
は
、
先
生
が
二
部
協
議
会
主
事
を
務
め
ら
れ
た
時
、
学
部
の
二
部
協
議
員
と
し
て
一
年
間
、
ご
一
緒
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
二
部
（
夜
間
）
の

一

序



改
革
（
存
続
か
廃
止
か
を
め
ぐ
っ
て
の
）
論
議
が
過
熱
し
て
い
る
時
で
、
会
議
で
は
激
し
い
意
見
が
と
び
か
っ
て
い
ま
し
た
。
発
言
が
特
に
多
い
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
生
は
、
い
つ
も
的
確
で
冷
静
な
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
ま
た
、
物
事
に
対
し
て
あ
る
程
度
の

距
離
を
お
い
て
対
さ
れ
、
つ
ね
に
客
観
的
に
捉
え
る
姿
勢
を
も
っ
て
お
ら
れ
ま
す
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
歴
史
家
と
し
て
の
習
性
な
の
か
、
ご
性
格
か
ら
く

る
も
の
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
先
生
の
こ
う
し
た
慎
重
な
姿
勢
と
判
断
と
は
、
私
た
ち
後
進
は
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
共
、
文
学

部
の
進
む
方
向
へ
の
有
益
な
ご
助
言
を
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

大
戸
千
之
先
生
に
対
し
て
、
学
校
法
人
立
命
館
は
名
誉
教
授
の
称
号
を
お
贈
り
し
、
そ
の
長
年
の
ご
貢
献
を
讃
え
ま
す
。
本
会
は
、
こ
こ
に
、
先
生
の
ご
功
績

と
学
恩
と
に
深
い
謝
意
を
表
わ
し
、
こ
の
ご
定
年
記
念
の
論
集
を
編
ん
で
、
先
生
に
献
呈
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
二
月

立
命
館
大
学
人
文
学
会
会
長

文
学
部
長
　
木
　
　
村
　
　
一
　
　
信

二


